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eevveenntt
催
し

学
び
・
く
ら
し

 
　

月
８
日
（
水
）
午
後
１
時
～

１２
３
時　

分 

小
金
井　

宮
地
楽
器

３０

ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル 

ア
サ
ー
テ
ィ

ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

の
習
得 

山
本
浩
子
さ
ん
（
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
） 

就
職

活
動
中
ま
た
は
、
こ
れ
か
ら
働
き

た
い
と
考
え
て
い
る
女
性
の
方
※

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
の
利

用
登
録
が
必
要
で
す 
　

人
（
申

５０

込
順
） 

▽
保
育
あ
り
（
１
歳
以

上
の
未
就
学
児
。
４
人
。
要
事
前

申
込
）
▽
希
望
者
に
は
個
別
面
談

あ
り
（　

人
。
要
事
前
申
込
） 

１２

　

月
１
日
か
ら
、
電
話
で
女
性
し

１１ご
と
応
援
テ
ラ
ス
多
摩
ブ
ラ
ン
チ

（
☎　

儿　

儿
９
０
０
３
）
へ 

０４２

５２９

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

（
☎　

儿　

儿
９
８
５
３
）

０４２

３８７

 
【
面
接
会
事
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー
】

 
　

月　

日
（
金
）
午
後
２
時
～

１１

２６

４
時 

国
分
寺
市
c
o
c
o
b
u

n
j
i
プ
ラ
ザ
（
国
分
寺
市
本
町

３
儿
１
儿
１
）

【
面
接
会
直
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー
】

 
　

月
２
日
（
木
）
午
後
２
時
～

１２
４
時 

府
中
市
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
プ
ラ
ッ
ツ
（
府
中
市
宮
町
１
儿

　

）
１００ 時

所

内

講

対

定

他

申問

合
同
就
職
面
接
会
お
よ
び

面
接
会
対
策
セ
ミ
ナ
ー

時

所

時

所

【
合
同
就
職
面
接
会
】

 
　

月
７
日
（
火
）
午
前　

時
～

１２

１０

正
午
、
午
後
２
時
～
４
時 

府
中

市
同
セ
ン
タ
ー
■
参
加
企
業
数
各

回
５
社
程
度 

面
接
を
希
望
す
る

企
業
の
数
だ
け
履
歴
書
を
持
参

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

各
回　

人 

電
話
で
東
京
し
ご

３０

と
セ
ン
タ
ー
多
摩
（
☎　

儿　

儿

０４２

３２９

４
５
２
４
）
へ

  
 
　

月　

日
（
月
）
午
前　

時

１１

１５

１０

か
ら
＝
梶
野
公
園
、　

月
５
日

１２

（
日
）
午
前　

時
か
ら
＝
栗
山
公

１０

園 

各
日　

人
（
申
込
順
） 

親

１５

子
で
の
参
加
歓
迎 
　

月
１
日
か

１１

ら
、
電
話
で
環
境
政
策
課
緑
と
公

園
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
６
０
）

０４２

３８７

へ
  

　

月
１
日
（
月
）
～　

月　

日

１１

１２

２０

（
月
）
■
表
彰
市
長
賞
１
点
■
結

果
発
表
令
和
４
年
２
月
上
旬
■
応

募
方
法
写
真
を
撮
影
し
た
公
園
を

ア
プ
リ
で
フ
ォ
ロ
ー
し
、
投
稿 

環
境
政
策
課
緑
と
公
園
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
６
０
）

３８７

 　

小
金
井
市
は
、
三
多
摩
地
域
の

各
市
と
と
も
に
日
の
出
町
に
あ
る

二
ツ
塚
処
分
場
に
ご
み
の
最
終
処

分
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
ご
み
の
最
終
処

分
に
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
日
の
出
町
の
皆
様
と
ご
み

を
搬
入
し
て
い
る
小
金
井
市
の
市

民
が
交
流
し
、
相
互
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

 
　

月　

日
（
木
）
※
雨
天
実
施

１１

２５

時

所

他

定

申

花
壇
の
植
え
替
え
体
験
会

時
所定

他

申

公
園
情
報
ア
プ
リ
「
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ

Ｆ
Ｕ
Ｌ
」
を
活
用
し
た
公
園
で

見
つ
け
た
秋
の
写
真
を
募
集

時

問

三
多
摩
は
一
つ
な
り

交
流
事
業
参
加
者
募
集

時

■
行
程
午
前
７
時　

分
市
役
所
本

４５

庁
舎
集
合
～
二
ツ
塚
処
分
場
～
生

涯
青
春
の
湯
つ
る
つ
る
温
泉
（
入

浴
と
昼
食
）
～
午
後
５
時
こ
ろ
市

役
所
本
庁
舎
解
散
※
バ
ス
で
移
動

し
ま
す 

市
内
在
住
の
原
則
と
し

て
小
学
生
以
上
の
方
（
中
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
） 
　

人
（
申

２０

込
順
） 

無
料
（
入
浴
・
昼
食
代

込
み
） 

保
険
加
入
等
の
た
め
、

参
加
者
名
簿
を
日
の
出
町
お
よ
び

東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合
に

提
出
し
ま
す 
　

月
４
日
～　

日

１１

１０

に
、
電
話
で
ご
み
対
策
課
清
掃
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
５
）
へ

０４２

３８７

  
　

月　

日
（
祝
）
午
前　

時
～

１１

２３

１０

正
午 

公
民
館
本
館 

矢
野
典
嗣

さ
ん
（
元
・
都
立
小
金
井
特
別
支

援
学
校
教
諭
） 

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方 
　

人
（
申
込

３０

順
） 
　

月
１
日
か
ら
、
電
話
ま

１１

た
は
公
民
館
本
館
窓
口
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
８
４
）
へ

３８３
  

　

月　

日
（
月
）
午
後
２
時
～

１２

１３

２
時　

分
ま
た
は
３
時　

分
～
４

５０

１０

時
、　

日
（
水
）
午
前　

時
～
正

２２

１０

午
、
令
和
４
年
１
月　

日
（
月
）

１７

午
後
２
時
～
２
時　

分
ま
た
は
３

５０

時　

分
～
４
時
、　

日
（
水
）
午

１０

２６

前　

時
～
正
午
（
全
４
回
。　

月

１０

１２

　

日
・
１
月　

日
は
時
間
入
替

１３

１７

制
） 

公
民
館
貫
井
北
分
館
ほ
か

 

ス
ト
レ
ッ
チ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

 
　

人
（
申
込
順
） 
　

月
４
日

１２

１１

か
ら
、
電
話
ま
た
は
公
民
館
貫
井

北
分
館
窓
口
（
☎　

儿　

儿
３
４

０４２

３８５

０
１
）
へ 対

定

￥他

申

成
人
学
校

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
共
に

生
き
る
社
会
を
考
え
よ
う

時

所

講

対定

申
健
康
づ
く
り
講
座

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
は
じ
め
よ
う

時

所

内対定

申

  
　

月
２
日
（
木
）
、
９
日

１２
（
木
）
午
前　

時
～
正
午 

公
民

１０

館
東
分
館 

あ
ん
ど
う
り
す
さ
ん

（
ア
ウ
ト
ド
ア
防
災
ガ
イ
ド
） 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

（
２
日
は
女
性
の
み
） 

各
日　
２０

人
（
申
込
順
） 

保
育
あ
り
（
お

お
む
ね
２
歳
以
上
。
５
人
。
要
事

前
申
込
） 
　

月
５
日
か
ら
、
電

１１

話
ま
た
は
公
民
館
東
分
館
窓
口

（
☎　

儿　

儿
４
４
２
２
）
へ

０４２

３８４

  
　

月
９
日
（
木
）
午
前
９
時　

１２

３０

分
～
正
午
こ
ろ 

貫
井
神
社
、
仏

閣
を
巡
る 

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
２
時
間
程
度
歩
け
る
方 

男
女
共
同
参
画
講
座

毎
日
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
、

今
す
ぐ
で
き
る
ア
ウ
ト
ド
ア

防
災
講
座

時

所

講

対

定

他

申

地
域
研
究

こ
が
ね
い
散
歩
・
師
走
編

時

内

対

定

　

人
（
申
込
順
） 
　

月
４
日
か

１０

１１

ら
、
電
話
ま
た
は
公
民
館
貫
井
北

分
館
窓
口
（
☎　

儿　

儿
３
４
０

０４２

３８５

１
）
へ

 
【
延
ば
そ
う
健
康
寿
命
】

 
　

月　

日
（
金
）
午
後
２
時
～

１１

２６

４
時 

公
民
館
本
館 

北
沢
正
嗣

さ
ん
（
笑
い
療
法
士
） 

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方 
　

人
３０

（
申
込
順
） 
　

月
１
日
か
ら
、

１１

電
話
ま
た
は
公
民
館
本
館
窓
口

（
☎　

儿　

儿
１
１
８
４
）
へ

０４２

３８３

【
太
宰
治
を
知
る
】

 
　

月
１
日
（
水
）
、
８
日

１２
（
水
）
午
前　

時
～
正
午
（
全
２

１０

回
） 

公
民
館
貫
井
南
分
館 

生

涯
・
人
柄
・
作
品
の
魅
力 

吉
永

麻
美
さ
ん
（
太
宰
治
文
学
サ
ロ
ン

学
芸
員
） 

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方 
　

人
（
申
込
順
） 

２０

　

月
１
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
公

１１

申

市
民
講
座

時

所

講
対

定

申

時

所

内
講

対定

申

民
館
貫
井
南
分
館
窓
口
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
６
８
）
へ

３８３
  

①　

月　

日
②　

月
５
日
③　

１１

２８

１２

１２

日
い
ず
れ
も
日
曜
日
午
後
１
時　
３０

分
～
３
時　

分 

公
民
館
緑
分
館

３０

 

①
浴
恩
館
と
下
村
湖
人
の
青
少

年
教
育
に
つ
い
て
②
映
画
「
次
郎

物
語
」
の
鑑
賞
③
浴
恩
館
の
歴
史

に
つ
い
て 

①
野
口
周
一
さ
ん

（
川
口
短
期
大
学
こ
ど
も
学
科
教

授
）③
多
田
哲
さ
ん（
文
化
財
セ
ン

タ
ー
学
芸
員
） 

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方 

各
日　

人
（
申

２５

込
順
） 

保
育
あ
り
（
２
歳
以
上
。

要
事
前
申
込
） 　

月
１
日
か
ら
、

１１

電
話
で
公
民
館
の
あ
す
を
考
え
る

会
・
菅
沼
（
☎　

儿
２
０
５
６
儿

０８０

７
２
０
１
）
へ 

公
民
館
緑
分
館

（
☎　

儿　

儿
７
３
０
１
）

０４２

３８７

市
民
が
つ
く
る
自
主
講
座

郷
土
の
文
化
を
知
ろ
う
ー
浴

恩
館
と
下
村
湖
人

時

所

内

講

対定

他

申問

　下水道が処理をする「汚（お）水」と「雨
（う）水」を「桜（おう）」に置き換えることで、小金井桜のイメ
ージを重ねています。それにより、下水処理や当市の特徴である湧
水や地下水 涵  養 など雨水浸透事業に通じさせるだけでなく、きれい

かん よう

な水を作り出し、草木を育てる思いが込められています。

市下水道事業イメージキャラクタ市下水道事業イメージキャラクターー

桜桜水水（（おうすおうすいい））くんくん

桜水くんのデザインマンホール蓋を設置していま桜水くんのデザインマンホール蓋を設置していますす
■設置場所市内の鉄道駅３駅付近の５か所

広告掲載等のお問い合わせは、㈱キョウエイアドインターナショナル（広告代理店） contact@kyoeiad.co.jpへ糸

広
告
枠

セ
ミ
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー
＆＆

個
別
相
談

　

個
別
相
談
会会

女
性
の
た
め
の
再
就
職
支
援

　中央に桜水くんを設
置し、蓋の周囲を市の
花であるサクラの花び
らで囲い、桜水くんの
持っている家の横に市
の木であるケヤキと市
の鳥であるカワセミを
配置しました。
 下水道課業務設備係
（☎０４２−３８７−９８２８）
問


